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食糧収量予測のためのデータ同化システム
Data assimilation system for food production estimation
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衛星プロダクトの高度化により，日射量，降水量，土壌水分量が既に生成されている．将来的にはこれらのプロダクト
はより高解像度化，高時間分解能化することにより，陸域研究のニーズとして必要とされるより詳細な解像度，ならび
に導出パラメータを増やすことができる．近い将来にはこれらのプロダクトを元に，天気予報と同じレベルである程度
オペレーショナルにデータ同化を中心に食糧収量予測が行われる可能性がある．その際に高空間分解能光学センサデー
タや，SARデータが収量予測同化システムに対しどのように貢献しうるか，また地上検証体制も含めた検証システムは
どうあるべきか，について議論したい．
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